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【緒言】磁気冷凍法は消磁による磁気エントロピー変化∆Sを熱に直接変
換するので、低温でも熱変換効率が高く、水素液化への応用が期待され

る。希土類窒化物は水素との反応性が乏しいので、直接水素と接触でき

る磁気冷媒として期待される。 
【実験】希土類窒化物は炭素熱還元法と HIP法でそれぞれ合成した。Ｘ
線回折で窒化物の単相であることを確認し、磁化と比熱の測定結果から、

磁気エントロピー変化∆Sを求めた。 
【結果】右図は、磁化測定結果から求めた炭素熱還元法で合成した希土

類窒化物の∆Sの最大値∆Smaxとそのときの温度 T∆Smaxを示している。比

較のため、磁気冷媒として有望な物質として従来報告された希土類含有

金属間化合物のデータも併せて記載した。同程度の温度では、希土類窒

化物の方が高い∆Sを示すことがわかる。また、これらの希土類二元系固
溶体を合成すれば、組成に対応して T∆Smaxをコントロールできることも

わかった。 
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図 磁化測定から求めた希土類窒化物
の磁気エントロピー変化の最大値とそ
のときの温度 


